
  

 

 
 

 

 「ｖｅｒｄｅ」とは、ポルトガル語で「緑の」という意味です。 
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（ホームページにてブログも更新しております。そちらも是非ご覧ください。） 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



鬼の人形を並べ、その愛らしさに癒されましたが、鬼の肌の色について昔の人

はどう思っていたのでしょうか。今は多様性を認める時代、アニメの影響もあ

るのか髪の色が桃色であろうが銀色であろうが特別な事ではなく、近い未来で

は肌の色が緑だろうが、青だろうが、姿が人型でなくとも、肩を並べているよ

うになるかもしれない話もあるので奇妙ではないけれど。時代が移り変わり、

身の回りの物が変化し、価値観が変わっていくのは世の流れ。今どきの子は公

衆電話が使えないのだとか。プッシュダイヤルが使えないならダイヤルを回す

黒電話は、もはや電話ではないのかも。災害が起こり、街から消えつつある公

衆電話に光が差し、井戸水のありがたみに人が手を合わせていました。整えら

れたライフラインが当たり前の私達から、電気・ガス・水道を取り上げられて

しまうと、途端に生活が困難になります。電気が点き、蛇口から水が流れ、ト

イレを流すことができた時、なんと有難いことだろうと手を合わせました。お

風呂に浸かれ、歯磨きができ、衛生が保たれることで日常がいかに快適である

かを実感します。知りたいことはスマホやネットに問えば概ね答えを教えてく

れますが、不測の事態の時に、電源を失ったスマホに知恵や助けを求めること

ができるだろうか。辰年の今年、辰に雨へんを付けると地震の「震」、『浅間の

いたずら鬼の押出し』という浅間山の噴火を詠んだ札が上毛かるたにあります

が、未曽有の出来事は鬼の仕業としか思えないほど恐ろしかったのでしょう。

そんな鬼を豆で追い払えるのか。けれど臆してはならない、手をつけると「振」、

ふるいたち、すくう、たすける。人が手を取り合うことで、変えられる未来が

ある。「人を助けるのはいつでもやはり人なのです」住職の有り難いお言葉です。 

 

 

 

 

 

  

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


